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町
議
会
９
月
定
例
会
で
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

須
藤
昭
義
さ
ん（　

区
）の
選
任

13

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成　

年
９
月　

日
ま
で
で
す
。

23

29

　

町
議
会
９
月
定
例
会
で
教
育

委
員
会
委
員
に
前
田
光
春
さ
ん

（　

区
）の
任
命
が
同
意
さ
れ
ま

14し
た
。
任
期
は
平
成　

年　

月

24

10

　

日
ま
で
で
す
。
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平
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
南
舘
廣

太
郎
会
長
、
会
員　

人
）
が
こ
の

73

ほ
ど
、
道
路
美
化
活
動
に
努
め
た

団
体
と
し
て
、
国
土
交
通
省
東
北

地
方
整
備
局
岩
手
河
川
国
道
事
務

所
か
ら
同
事
務
所
長
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

道
路
美
化
活
動
団
体
の
表
彰

は
、
同
事
務
所
が
定
め
る
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」（
８
月
）
事
業
の

一
環
。
長
年
に
わ
た
り
道
路
交
通

の
安
全
、
道
路
の
正
し
い
利
用
、

道
路
愛
護
な
ど
に
努
め
た
団
体
や

個
人
が
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、
町
の

景
観
づ
く
り
支
援
事
業
の
一
環
と

し
て
、
国
道
４
号
沿
い
に
花
壇
を

作
り
手
入
れ
を
し
て
い
る
ほ
か
、

柳
之
御
所
跡
北
西
の
丘
に
桜
を
植

樹
し
、
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
か
ら
今
年
４
月
に
か
け
て

は
、
国
道
４
号
バ
イ
パ
ス
沿
道
高

田
前
地
内
の
花
壇
約
５
０
０
㍍
ほ

ど
を
整
備
。
千
葉
成
樹
さ
ん
（　
16

区
）
の
協
力
の
下
ア
ジ
サ
イ
を
植

栽
し
、
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
は
８
月　

日
、
盛
岡
市

26

の
同
事
務
所
会
議
室
で
行
わ
れ
、

代
表
出
席
し
た
南
舘
会
長
に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
南
舘
会

長
は
「
受
賞
は
会
員
一
同
に
よ
る

熱
心
な
活
動
の
た
ま
も
の
。
今
後

の
取
り
組
み
の
大
き
な
励
み
と
な

り
、
喜
ん
で
い
る
。
町
内
の
環
境

美
化
活
動
や
景
観
づ
く
り
は
、
平

泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
に
と
っ
て
も
大

切
な
取
り
組
み
。
将
来
的
に
は
国

道
４
号
バ
イ
パ
ス
の
沿
道
を
ア
ジ

サ
イ
の
花
で
美
し
く
飾
り
た
い
」

と
受
賞
の
喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。

�
表
彰
式
で
表
彰
状
を
手
に
す
る
南

　

舘
会
長
（
前
列
右
か
ら
３
人
目
）
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受賞の喜びを佐藤教育長に報告する鈴
木好子さん（中央）と鈴木徹さん（左）
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鈴
木
好
子
さ
ん（　

区
）

17

と
鈴
木
徹
さ
ん
（
９
区
）

が
こ
の
ほ
ど
、
長
年
に
わ

た
り
体
育
指
導
委
員
と
し

て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
発
展
に
努
め
た
功
績

が
認
め
ら
れ
、
県
体
育
指

導
委
員
功
労
者
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
好
子
さ
ん
は
平
成

９
年
か
ら
、
鈴
木
徹
さ
ん

は
平
成
６
年
か
ら
現
在
に

わ
た
り
、
体
育
指
導
委
員

と
し
て
当
町
の
各
種
ス
ポ

ー
ツ
事
業
の
実
技
指
導
や

企
画
に
努
め
て
い
ま
す
。

��������	
������ 　今年は京都を訪ね、比叡山延暦寺や清水寺をはじめとす
る「古都京都の文化財」を中心に見学します。詳しくは、
広報と一緒に配布されるチラシをご覧ください。
������12月４日（木）～６日（土）
������80人　　������１人95,000円
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ふ
る
さ
と
平
泉
会
の

第　

回
通
常
総
会
・
懇

16
親
会
の
出
席
者
は
、
来

賓
と
し
て
平
泉
町
か
ら

高
橋
町
長
を
は
じ
め　
10

人
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
元

小
結
・
栃
乃
花
関
（
二

十
山
親
方
）、そ
し
て
ふ

る
さ
と
平
泉
会
員　

人
99

の
合
計
１
１
０
人
と
、

例
年
並
み
で
し
た
。

　

総
会
は
定
刻
の　

時
13

か
ら
開
催
。
西
村
会
長

は
「
世
界
遺
産
登
録
は

延
期
と
な
り
残
念
だ

が
、本
日
は
高
橋
町
長
、

栃
乃
花
関
ほ
か
、
１
０

０
人
を
超
え
る
出
席
者

と
年
１
回
の
有
意
義
な
総
会
・
懇
親

会
が
開
催
で
き
う
れ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
高
橋
町
長
が
来
賓
祝

辞
に
先
立
ち
「
岩
手
は
二
度
に
わ

た
っ
て
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
た

が
、
平
泉
町
は
幸
い
に
も
特
段
の
被

害
も
な
く
安
ど
し
た
。
平
泉
の
文
化

遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
は
延
期
と
な

り
、大
変
残
念
な
結
果
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
は
終
り
で
は
な
く
３
年
先
に
延

び
た
も
の
。
書
類
の
内
容
な
ど
を
再

検
討
し
、
今
度
こ
そ
登
録
さ
れ
る
よ

う
最
大
限
の
努
力
で
臨
み
た
い
」
と

力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
西
村
会
長
が
議
長
を
務
め

総
会
の
議
事
が
進
み
ま
し
た
。事
業
・

決
算
報
告
、
監
査
報
告
の
ほ
か
、
新

宴
。
続
い
て
来
賓
を
紹
介
。
ま
た
特

別
ゲ
ス
ト
の
元
小
結
・
栃
乃
花
関
は

「
平
成　

年
１
月　

日
に
両
国
国
技

21

31

館
で
『
栃
乃
花
引
退
・
親
方
二
十
山

襲
名
披
露
大
相
撲
』が
開
催
さ
れ
る
。

ふ
る
さ
と
平
泉
会
員
の
皆
さ
ん
の
、

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
、
会
場
か
ら
激
励
の
拍

手
を
浴
び
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で

は
、
栃
乃
花
関
を
囲
ん
だ
記
念
写
真
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年
度
の
事
業
計
画
と

し
て
▽
平
泉
の
文
化

遺
産
の
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
た
支
援
協

力
▽
会
員
拡
大
の
推

進
活
動
―
な
ど
８
項

目
が
原
案
通
り
承
認

さ
れ
、
総
会
が
閉
じ

ら
れ
ま
し
た
。

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

間
も
な
く
場
内
は
飲
食
、
交
流
、

歓
談
で
盛
り
上
が
り
、
カ
ラ
オ
ケ
や

マ
ジ
ッ
ク
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
の

楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
続
き
ま

し
た
。

　

会
場
入
口
付
近
で
は
、
平
泉
観
光

協
会
の
平
泉
物
産
即
売
コ
ー
ナ
ー
に

た
く
さ
ん
の
品
々
が
並
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、す
べ
て
完
売
し
ま
し
た
。

最
後
に
大
勢
の
参
加
者
が
舞
台
上
で

寄
り
添
っ
て
「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」
の

大
合
唱
を
し
、
佐
藤
町
議
会
副
議
長

の
中
締
め
を
合
図
に
、
３
年
後
の
世

界
遺
産
登
録
を
祈
念
し
な
が
ら
、
次

回
の
再
会
を
誓
い
合
っ
て
散
会
し
ま

し
た
。（
文
＝
ふ
る
さ
と
平
泉
会
副
会

長
・
鈴
木
喜
佐
人
、
写
真
＝
同
幹
事
・

千
葉
壮
二
郎
）
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そ
の
後
、
懇
親
会
ま
で
の

　

分
間
の
休
憩
時
間
を
利
用

15し
て
、
８
月　

日
に
行
わ
れ

17

た
深
川
八
幡
祭
り
で
の
「
平

泉
水
か
け 
神
輿 
」
の 
渡
御 
を

み
こ
し 

と
ぎ
ょ

報
じ
た
約
６
分
間
の
報
道
番

組
を
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

出
し
、
情
報
提
供
を
行
い
ま

し
た
。

　

懇
親
会
は
、　

時
か
ら
華

14

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
を
兼
ね
て
、
青
木

町
議
会
議
長
の
乾
杯
で
開

�
�
�
�
�
�
�

総会で来賓祝辞を述べる高橋町長

あいさつする栃乃花関

フィナーレの大合唱


